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2 0 1 8 年2 月1 0 日( 土)1 $ : 0 0 ( 開場 1 7 = 3 0 ) 日立 シス テムズホ
ー ル 仙台 コンサ 小 ホ ー

ル

[ プ レイガイ ド】 藤崎 ､ ( 株) ヤマハミ ュージ ックリデ イリング仙台店 ､ カワイミュ
ー

ジ ックシ ョ ツ フ仙台 ､
サンリツ楽轄仙台本店､ けやきの杜(日立システム ズホール仙台内)

[ 助成] ( 公財) 仙台市市民 文化調薬団 ､ ( 公財) 宮城 県文化振興 財団

[ 後扱] N H K 仙台放送周 ､ T B C 東北放送､ 仙台放送 ､ ミヤギテ レビ､ K H B 東日本放送､ エ フ エ ム仙台 ､ 河北新報社 ､ 胡 El新聞仙台総層､ 毎日新聞仙台支局､ 跳宛新聞東北稔周､ 仙台リビング 新聞社

睡 メ
ー

ル にて前売り昇の予約を承ります｡ 氏名 ･ 枚数 ･ 喝詰寄卑をお魯きの うえ送償ください ｡ ti⊂k et @ o r⊂h e st r e- d e- S e n d ai .j p

¥ 8 0 0
全席自由 ( 当日¥ 1 .0 0 0 )



オ ー ケストラ ･ ドゥ ･ セ ンダイ 第1 5 回記念定期演奏会

指 揮 佐々木 新平

2 0 1 8 年 2 月 1 0 日(土) 1 8 :0 0 開演 1 7 :3 0 開場

P .Ⅰ. チャイ コ フ ス キ
ー

ス ラヴ行進曲 作品3 1

M . ブル ッ フ ス コ ッ ト ラ ン ド幻想曲 作品 46 ヴ ァイ オ リン 独奏 西本幸弘

Ⅴ.S . カリ ン ニ コ フ 交響曲第1 番 ト短調

O r c h e s t r e d e S e n d ai(通 称オケ セ ン) は ､ 2 0 0 4 年に 発足 した ア マ チ ュ

アオ ー

ケス トラです｡ 現在は仙台市を始 め､ 県内各地及び近県からもメン

バ ー が 集まり､ 年に
一

度の 定期演奏会 を中心 に活動を行 っ てい ます｡

オ ケセ ン は
｢ 参 加しや す い オ ー

ケス トラ｣ で ある ことを大切 にしており､

楽器を始めて間もない 方や長い ブラン クを挟んで演奏活動を再開した人

にとっ ても居心地 のよい オ ⊥ ケス トラである ことを心が けてい ます｡ そして

居 心 地の 良さに甘える ことなく､ 一

人
一

人 が 自立 した｢ 衝 の 青菜家｣ と

して ､ 音楽を通じ表現したい ことを追求してい ます｡ メン バ ー

は老若男女､

幅広い 年齢層で構成され､ またメン バ ー

同 士 の交流も盛んで ､ 音 楽以外

の 場でも頻繁 に集 まっ て おり､ メン バ ー の伸 の良さはオケセ ン の魅力で

あり財産です｡ 今 回は記念演奏会となり､ 指揮 に2 年ぶりに佐々木新平

氏 を､ ソリス トに仙台フィ ル ハ ー モ ニ ー 管弦楽団コ ン サ ー

トマ ス タ
ー の
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ス コ ッ トラン ドを象徴するr アザ ミ｣ ｡ 花言葉は ｢ 独立 ｣ ｢厳格J

西本幸弘氏を迎 え､ ブル ッ フ作 曲の ス コ ットラ ンド幻 想曲を演奏す る

ほか
､ チャ イコ フス キ

ー 作曲のス ラヴ行進曲､ そして カリン ニ コ ア作 曲の

交轡曲第1 番を演奏します｡ プロ グラム に は､ い ずれ も民謡 をモ チ ー

フと

した 曲を取り上げ､ 遠 い 異国の 風景 や歴史､ そして人 々の 営みを措い た

音楽と向き合 い ました｡ 始 め に戦争 の空気 が 漂うロ シ ア ･ セ ル ビア の

情 景を行進曲にのせ て､ 次い でス コ ットランドの美しい 風景とそこに流れ

る物語をヴァイオリンと ハ ー

プの 独 奏とともに､ そしてメイン はカリン ニ コ

フという短命の 作曲家が残した音楽を素朴さや叙 情性にあふれ たロ シ ア

の 民 謡とともに表現した いと考えて おります｡ 今回も真冬の夜の演奏会と

なります｡ ｢楽都｣ の 衝でオケセ ン が創り出す異国の惜稟を､ 皆様とご
一

緒

に思い 浮か べ ることがで きれ ばと心 より慮っ ております ｡

指 揮

佐々木 新平 東京シテ ィ ･

フ . ル 八 一 モ = ツ ク管弦楽団 アソシ エ イ トコ ン ダ クター

東京 シ テ ィ ･ フィル ハ
ー

モ ニ ッ ク管弦楽団ア ソシ エ イトコ ン ダクタ ー

｡

秋 田県 出身｡ 東京学芸大学芸術文化課程で音楽学､ 桐朋学園大学 に

て指揮を専攻する｡ これ まで ヨ
ー

ロ ッパ 各地 の国際指揮 マ ス タ ー クラス

に選 抜され ､ J ノ ヤヌラ ､ H . ア ン ドレ シ ュ ク
､
M . ス トリン ガ ー の 各 氏 に

師事 ｡ 特に パ ヌラ氏の マ ス タ ー クラス に は度々選抜 され ､
2 0 1 2 年 には

成揖優秀者として北オラン ダ交響楽団を､ 2 0 1 3 年には世界迫産 エ ス コ

リア ル 修道院での 演奏会 を指揮 した｡ 2 0 1 5 年 ､ 第54 回ブザン ソン 国際

指揮者コ ン ク ー ル におい て本選最終の8 人 に選 出｡ 2 0 1 0 年より2 年 間､

東京 シテ ィ ･ フィ ル ハ
ー モ ニ ッ ク管弦楽団指揮研究員をつ とめ ､ 飯守泰

次郎､ 矢崎彦太郎両氏 を はじめとする指揮者のもとで 研餞 を街ん だ｡

在任 中はアシ ス タン ト業務の ほか 文化庁公演を はじめ数々の 公 演を指

ヴァイオリン

西本 幸弘 仙台フィ ル ハ ー モニ ー

管弦楽周 コ ン サ
ー

トマ スタ
ー

札幌市出身｡ 東京番術大学音楽学部器楽科卒業｡ 英国王 立北音楽院で

首席栄誉付ディ プロ マ 取得｡ 世界各地 の音楽祭で演奏､ 著名な演奏家

と の共演 も数多 い ｡ イ ギリ ス ･ オ ー ス ト ラリ ア両国国営放送 な どに

も出演 し た ｡ 日本 帰国後 ､《ⅤI O L I N a b l e》を テ ー

マ に
､ 演奏 活動 を

始動｡ 活動 の 幅は 多岐にわ た り､ クラ シ カ ル オ ー バ ー グル ー プ《R ai n

C a ts & a m p ; D o g s》を結成 し､ ユ ニ
ー

クな活動 は好評 を博 して い る ｡

各種施設で の訪問ボ ラ ン テ ィ ア 演奏な ど､ アウ トリ ー

チ 活動に も栢

団員募集

オケ セン で は､
｢ 一

期
一

会 ｣ を コ ン セ プ トに活 動 して い ます｡ 年齢
･

楽器

の 経験年 数は聞い ません｡ わ たした ちと 一 緒に｢ オ ー

ケス トラJ の 世界を

楽 しむ仲 間 を心よ りお待 ちして おります l

募集楽乳 練習日程辱の詳細はW EB サイトまで h ttp :// o r ⊂h e 5t r e
- d e - 5 e n d aij p

挿する｡ 2 0 1 3 年か らミ ュ ン へ ン に留学｡ ドイツを 中心 に ヨ ー

ロ ッ パ 各 地

でさらなる研鎮を和 んだ｡ コ ン サ ー ト以外で も､ 2 0 1 5 年公 開の『マ エ スト

ロ !』､ 2 0 1 6 年公 開の 『海賊とよばれ た男』の劇 伴指揮や劇中で の 指揮

指導､ 安倍な つ み の アル バ ム ｢ 光 へ - C l a s si c a l & C r o s s o v e r ｣ のミ ュ
ー

ジ ック ビデオで の 指揮 を担当するな ど､ 多方 面 に活動 の幅 を広げて

い る｡ これ まで に東京 シ ティ ･ フィル ハ
ー モ ニ ツ ク管弦楽団､ 東京 フィ ル

ハ ー モ ニ ー 交響楽団､ 東京交響楽団､ 群馬 交響楽団､ 山形交響楽団､

仙 台フィ ル ハ ー モ ニ ー 管弦 楽団 ､ 神奈川 フィ ル ハ ー モ ニ ー 管弦楽 団 ､

大阪交響楽団､ 関西 フ ィル ハ ー モ ニ ー 管弦 楽 団 ､ 東京 混声合唱団､

東京佼成 ウイン ドオ ー ケス トラ
､ 東京吹奏楽団､ シ ュ ナ ･ ウインド ･ オ ー

ケストラ他を指揮｡

力的 に取り組 んで い る｡ 2 0 1 2 年 ､ 仙 台 フィ ル ハ
ー

モ ニ
ー

管弦 楽団

コ ン サ ー ト マ ス タ
ー に就任｡ 仙台国際音楽 コ ン ク ー ル 企画推進委員

会委員､ ふ も と の こ どもオ ー

ケ ス ト ラ音楽監督､ M t .F U JI 交 響楽団

ミ ュ ー ジ ッ ク ア ドヴァ イ ザ ー も務め る ｡
2 0 1 4 年より東 日本大ぷ災復

興支援音楽プロ ジ ェ ク ト を あわ せ た リ サ イ タ ル シ リ ー ズ を始 め る｡

C D ア ル バ ム
『vI O LI N a b l e di s c o v e ry v ol .1 』

～ 『同v ol .3 』まで ､ 毎年

新譜を フ ォ ン テ ッ ク よりリ リ ー ス 申｡

練 習 日 : 毎週 日曜日( 午後 6 - 9 時)

対 象 : 楽器種儲 者( オーケス トラ初心者歓迎) ※オ
ー

デ ィ シ ョ ンはありませ ん ｡

団 費 : 月毎の 団栗はありませ ん｡ 演奏会毎 に参加費 を徴収い たします｡

練 習 場 : 旭 ヶ丘 市長セ ン ター 等

問 い 合わせ : i nf o @ o r⊂h e s t re- d e- 5 e n d aj .j p




